
知っておきたいお産のこと
●理 事 長 あ い さ つ	 地域の未来のために
●イ 　 ベ 　 ン 　 ト	 たまごアートで遊ぼう
●各病院等について	 名称変更及び移管・統合のお知らせ
	 無料シャトルバスの運行を開始しました
●診　療　科　紹　介	 小児科
●私 　 の 　 仕 　 事	 アドバンス助産師
●病院からのお知らせ	 医師異動
	 医学生の病院実習へのご協力とお願い
	 看護師等修学資金貸与制度のご案内

特集

地 方 独 立 行 政 法 人
山形県・酒田市病院機構

37vol.
春

広報誌
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ください。
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地方独立行政法人 山形県・酒田市病院機構

小児科病棟のプレイルームにて。子どもたちに少しでもリラックスしてもらえる
よう、明るい笑顔と思いやりの心を大切に、日々看護に励んでいます。
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　昨年は、当病院機構の取り組みがいろいろのところから問い合わせや講演依頼な
どがあり、また経営状態も良好に推移しましたので、6月には総務大臣表彰も頂く

など、全体として私たちの日頃の活動が広く注目された年だったように思います。
　一方、一昨年から準備を進めてきた地域医療連携推進法人設立に向けた準備ですが、本年、1月 9 日に開催
された地域医療連携推進法人「日本海ヘルスケアネット」設立協議会では、参加 9法人が設立合意書を取り交
わすところまで漕ぎ着けました。
　地方はいま、過疎化、高齢化、少子化という三点セットに立ち向かうべく、全国で様々の取り組みが行われ
ているところです。
　私達も医療と言う仕事を通じて、介護、福祉など関連の方々と強い連帯を結びつつ、あまり明るくなさそう
な未来に向かって歩みを進めなければなりません。
　他方、昨年は、民主主義と市場経済という共通の価値観で結ばれたグローバリゼーションというものの限界が、
世界中のあちこちで露呈した年でもありました。
　民主主義の本家である米国でこのような現象が起きたことは、とりわけ象徴的な出来事だったと思います。
　世界は今や混乱と不寛容に満ち溢れており、今後の展開も決して楽観できる状況にはありません。
　私達の活動は、この世界的な経済活動や政治力学の影響をまともに受ける、国内企業、金融、税制、為替相場、
等々と、その結果として最終決定される政治選択、その下で続けなければならない仕組みの中にあります。
　私達の活動を支える政策と社会保障財源がどのような状況にあるのか正確に理解し、その制約の中で最良の
サービスを持続的に提供していくことが私達の使命です。
　今後も全職員が一致団結し、地域のために最善の仕事が出来るよう、頑張りましょう。
　キーワードは「地域の未来のために～」です。本年もよろしくお願いいたします。

地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構
理事長　栗 谷 義 樹

地域の未来のために

1月19日に、酒田市美術館主催のイベント
「たまごアートで遊ぼう」が、日本海総合病
院3階デイルームで開催されました。各病
棟に入院中の患者さんが参加し、皆さん
思い思いにたまごの殻に絵を描いた
り色を塗ったりして楽しい時間

を過ごしました。
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　日本海総合病院は、地域の中
核的な医療機関として、病気に
なり始めた時期の急性期の患者
様に状態の早期安定化に向け、
高度な医療を提供します。

日本海総合病院

　日本海酒田リハビリテーション病院は、急性期を経過した患者様に、在宅復帰に
向けた医療やＡＤＬ（日常生活動作の）向上を目的としたリハビリテーション、長期
にわたる入院治療が必要な患者様に慢性期医療を提供します。

（平成30年4月名称変更）

平成30年4月1日から、『日本海総合病院酒田医療センター』は、『日本海酒田リハ
ビリテーション病院』に名称を変更します。

日本海酒田リハビリテーション病院

　日本海八幡クリニック、升田診療所、青沢診療所、松山診療所、地見興屋診療所
及び飛島診療所は、日常的な病気やけが等の患者様に医療を提供します。

平成30年4月1日に酒田市が設置・運営していた市立八幡病院外５診療所が、当
法人に移管・統合されます。なお、市立八幡病院は病床を廃止し、名称が『日本
海八幡クリニック』に変わります。

日本海八幡クリニック・升田診療所・青沢診療所・
松山診療所・地見興屋診療所・飛島診療所

　平成30年1月から日本海総合病院と市
立八幡病院（平成30年4月1日から「日本
海八幡クリニック」）間の直通シャトルバ
スの運行を開始しました。

月曜日～金曜日
（ただし、祝日・12/29 ～ 1/3 を除く。）

運 行 日

運行時間

⃝日本海総合病院を受診する患者さんや
付添いの方

⃝各病院に入院中又は入院する患者さん
や付添いの方

利用できる方

不明な点は下記担当までお問い合わせください。
（担当）日本海総合病院　総務課施設係
TEL 0234-26-2001（代表）

無料シャトルバスの運行を開始しました

平成30年4月1日以降に、
地方独立行政法人山形
県・酒田市病院機構が運
営する各病院及び各診
療所をお知らせします。

お 知 ら せ

日本海総合病院
（出発）

八幡病院
（到着）

  9：50 10：15

11：20 11：45

13：55 14：20

15：25 15：50

八幡病院
（出発）

日本海総合病院
（到着）

  9：10 9：35

10：35 11：00

13：10 13：35

14：40 15：05
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妊
娠
中
期
に
は
血け

っ
さ
ん算
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
－
１
（
ヒ

ト
Ｔ
細
胞
性
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
）、
ク
ラ
ミ

ジ
ア
、
糖
尿
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
、
末

期
に
は
血
算
、
尿
中
Ｂ
群
溶よ

う
れ
ん
き
ん

連
菌
（
新
生
児

の
致
死
性
感
染
症
の
原
因
と
な
る
）
検
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
血
圧
、
体
重
測
定
、
尿

検
査
（
尿
糖
、
尿
蛋
白
）
や
超
音
波
検
査
は

毎
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
超
音
波
検
査
で
我
々
産
科
医
が
何
を
見
て

い
る
か
と
い
う
と
、
毎
回
行
う
の
が
胎
児
計

測
（
児じ

と
う
だ
い
お
う
け
い

頭
大
横
径
、
腹
囲
、
大だ

い
た
い
こ
っ
ち
ょ
う

腿
骨
長
に
よ

る
体
重
推
定
）
に
よ
る
発
育
の
評
価
と
胎

盤
異
常
（
前
置
胎
盤
な
ど
の
位
置
異
常
や

後こ
う
け
っ
し
ゅ

血
腫
の
有
無
等
）、
羊
水
量
（
染
色
体
異

常
や
胎
児
の
状
態
で
増
減
）
の
チ
ェ
ッ
ク
で

す
。
妊
娠
初
期
に
は
頭
部
や
骨
格
な
ど
の
外

表
奇
形
、
20
〜
24
週
で
心
奇
形
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
中
期
以
降
で
は
尿
路
系
の
異
常
、

口
唇
裂
の
有
無
や
性
別
判
定
等
を
行
い
ま
す
。

発
育
遅
延
の
あ
る
児
に
対
し
て
は
、
臍
帯
や

中
大
脳
動
脈
の
血
流
で
児
の
状
態
を
評
価
し

ま
す
。
流
早
産
の
リ
ス
ク
の
あ
る
場
合
は
経

膣
超
音
波
で
子
宮
頸
管
長
や
内
子
宮
口
の
開

大
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
の
妊
婦
健
診
で
は
高
性
能
の
３
Ｄ

／
４
Ｄ
超
音
波
診
断
装
置
を
2
台
使
用
し
て

お
り
、
立
体
画
像
で
の
胎
児
奇
形
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
も
併
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望

者
に
は
３
Ｄ
／
４
Ｄ
を
含
め
た
動
画
を
Ｕ
Ｓ

Ｂ
に
落
と
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
予
定
日
が
近
い
妊
娠
10
ヶ
月
（
36
週
）
以

降
に
な
る
と
、
胎
児
心
拍
モ
ニ
タ
ー
も
行
っ

て
子
宮
収
縮
の
頻
度
と
胎
児
の
状
態
を
評
価

し
ま
す
。
胎
児
が
元
気
で
あ
れ
ば
基
線
の
細

か
い
変
動
と
、
胎
動
時
の
一
過
性
頻
脈
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
元
気
が
な
く
な
る
と
細
変
動

が
消
失
し
、
徐
脈
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
切
迫
流
早
産
や
妊
娠
高
血
圧
症
等
で
は
早

期
の
入
院
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
通
常
は

こ
の
よ
う
に
妊
婦
健
診
を
行
い
な
が
ら
分
娩

入
院
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
順
調
に
進

ん
で
い
る
場
合
は
、
陣
痛
間
隔
が
10
分
以
内

に
な
っ
た
場
合
や
破
水
し
た
場
合
に
入
院
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
予
定
日
を
過
ぎ
て

も
陣
痛
が
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
胎
盤

機
能
は
分
娩
予
定
日
を
2
週
間
過
ぎ
る
と
低

下
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
前
に

生
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
分
娩
予
定
日
を
1
週
間
過
ぎ
て
も

陣
痛
が
来
な
い
場
合
は
入
院
を
し
て
分
娩
誘

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
分
娩
（
ア
ク

テ
ィ
ブ
バ
ー
ス
）
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
通
常
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
分
娩
様
式
は
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
出
産
シ
ー
ン
で
よ
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
分
娩
台
で
砕さ

い
せ
き
い

石
位
を
と
っ
て
い
き

む
と
い
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
フ
リ
ー

診療部長（兼）産婦人科部長

　
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
方
が
、
予
定
月
経

が
遅
れ
た
、
妊
娠
検
査
薬
を
使
用
し
て
陽
性

反
応
が
出
た
等
の
理
由
で
産
婦
人
科
を
受
診

さ
れ
た
際
、
超
音
波
検
査
で
子
宮
内
の
胎た

い
の
う嚢

を
確
認
す
る
こ
と
で
妊
娠
の
診
断
を
し
ま
す
。

異
所
性
妊
娠
（
子
宮
外
妊
娠
）
や
子
宮
筋
腫
、

卵
巣
腫
瘍
の
有
無
な
ど
も
確
認
し
ま
す
。
そ

の
後
2
回
ほ
ど
の
通
院
で
胎
児
発
育
を
確
認

し
、
胎
児
の
頭と

う
で
ん
ち
ょ
う

臀
長
を
参
考
に
し
て
分
娩
予

定
日
を
算
出
し
ま
す
。
分
娩
予
定
日
が
決
ま

る
と
自
治
体
に
妊
娠
届
け
を
提
出
し
て
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
い
よ
い
よ
妊
婦

健
診
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
母
子
健
康

手
帳
に
は
通
常
14
回
分
の
補
助
券
が
付
属
し

て
お
り
、
自
治
体
か
ら
の
補
助
で
基
本
的
に

は
無
料
で
健
診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
初
回
健
診
で
は
血
算
、
感
染
症
（
梅
毒
、

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
、
風
疹
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
ト
キ

ソ
プ
ラ
ズ
マ
）
の
チ
ェ
ッ
ク
、
血
液
型
の
確

認
、
子
宮
が
ん
検
診
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

妊
婦
健
診

井 出 佳 宏 医師

当
院
で
の
分
娩
の
特
徴
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ス
タ
イ
ル
分
娩
は
産
婦
さ
ん
が
最
も
楽
な
姿

勢
で
分
娩
す
る
も
の
で
あ
り
、
分
娩
台
を
台

と
し
て
で
は
な
く
ベ
ッ
ド
と
し
て
使
用
し
ま

す
。

　
当
院
で
は
側そ

く
が
い

臥
位
で
の
分
娩
が
多
い
で
す

が
、
四
つ
ん
這
い
や
座
位
を
と
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
元
々
日
本
の
分
娩
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は

産う
ぶ
や屋
と
い
う
分
娩
専
用
の
小
屋
（
貴
族
な
ど

の
上
流
階
級
で
は
分
娩
専
用
の
部
屋
）
で

座
位
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

１
７
３
８
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
宮
廷
医
が
開
発

し
た
分
娩
台
が
明
治
時
代
に
な
っ
て
日
本
に

も
導
入
さ
れ
、
分
娩
を
管
理
す
る
側
が
分
娩

介
助
や
分
娩
後
の
医
学
的
処
置
の
し
や
す
い

こ
と
か
ら
全
国
に
広
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

確
か
に
分
娩
台
は
介
助
者
に
と
っ
て
は
良
い

の
で
す
が
、
仰ぎ

ょ
う
が
い

臥
位
と
い
う
姿
勢
は
産
婦
さ

ん
に
と
っ
て
は
好
ま
し
い
姿
勢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
子
宮
と
腹
部
大
血
管
と
の
位

置
関
係
に
あ
り
ま
す
。
仰
臥
位
で
は
大
き
く

重
く
な
っ
た
子
宮
が
血
管
を
圧
迫
、
特
に
下

行
大
静
脈
が
圧
迫
さ
れ
て
血
流
障
害
が
起
こ

り
、
心
臓
へ
の
血
液
還
流
が
減
っ
て
心
拍
出

量
が
低
下
し
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
子
宮

へ
の
血
流
も
減
少
し
て
胎
児
低
酸
素
状
態
や

子
宮
収
縮
力
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
す
。
仰
臥
位
以
外
の
体
位
で
は
こ
の
圧

迫
は
お
き
ま
せ
ん
の
で
、
産
む
側
に
立
て
ば
、

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
方
が
良
い
と
言
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
例
外
も
あ
っ
て
、
吸

引
・
鉗か

ん
し子
分
娩
や
骨
盤
位
分
娩
な
ど
の
特
殊

な
医
学
的
処
置
が
必
要
な
場
合
は
分
娩
台
で

砕
石
位
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
院
に
は
新
生
児
科
が
な
い
た
め
、
妊
娠

34
週
未
満
の
分
娩
は
原
則
と
し
て
取
り
扱
っ

て
い
ま
せ
ん
。
早
産
が
予
想
さ
れ
る
妊
婦
は

新
生
児
集
中
治
療
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
の
あ
る

荘
内
病
院
や
山
形
市
内
の
病
院
に
母
体
搬
送

し
て
い
ま
す
が
、
総
合
病
院
で
す
か
ら
ハ
イ

リ
ス
ク
分
娩
も
多
く
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

可
能
な
限
り
自
然
分
娩
を
目
指
し
て
は
い
て

も
帝
王
切
開
せ
ざ
る
を
得
な
い
症
例
が
あ
り
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
全
分

娩
の
14
・
4
％
、
本
年
も
14
・
2
％
（
平
成

29
年
12
月
11
日
現
在
）
が
帝
王
切
開
で
し
た
。

帝
王
切
開
の
適
応
に
は
母
体
因
子
と
胎
児
因

子
が
あ
り
ま
す
。
母
体
因
子
と
し
て
は
、
重

症
妊
娠
高
血
圧
症
、
前
置
胎
盤
、
常
位
胎
盤

早
期
剥
離
、
既
往
帝
王
切
開
、
子
宮
筋
腫
核

出
術
既
往
、
子
宮
頚
部
筋
腫
、
狭
骨
盤
（
児

頭
骨
盤
不
適
合
）、
前
期
破
水
に
よ
る
胎
内

感
染
等
が
あ
り
、
胎
児
因
子
に
は
胎
児
低
酸

素
症
、
子
宮
内
胎
児
発
育
遅
延
、
巨
大
児
、

胎
位
異
常
（
骨
盤
位
等
）
等
が
あ
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
「
院
内
助
産
所
・
助
産
師

外
来
施
設
整
備
事
業
」
の
元
に
、
当
院
で
は

院
内
助
産
シ
ス
テ
ム
も
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
院
内
助
産
シ
ス
テ
ム
と
は
、
病
院
や
診
療

所
に
お
い
て
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
業
務
範
囲
に
則
っ
て
、
妊

婦
健
康
診
査
、
分
娩
介
助
並
び
に
保
健
指
導

（
健
康
相
談
・
教
育
）
を
助
産
師
が
主
体
的

に
行
う
仕
組
み
で
す
。

　
助
産
師
が
、
医
師
と
の
役
割
分
担
・
連
携

の
も
と
、「
助
産
外
来
」、「
院
内
助
産
」
で

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
助
産
ケ
ア
を
提
供

し
、 

特
に
ロ
ー
リ
ス
ク
妊に

ん
さ
ん
じ
ょ
く
ふ

産
褥
婦
に
対
し
て

は
、
妊
婦
健
康
診
査
、
分
娩
介
助
並
び
に
保

健
指
導
（
健
康
相
談
・ 

教
育
）
を
助
産
師

が
行
い
ま
す
。

　
助
産
外
来
は
正
常
経
過
の
妊
産
婦
の
健
康

診
査
（
妊
婦
健
診
）、
保
健
指
導
を
助
産
師

が
自
立
し
て
行
う
も
の
、
院
内
助
産
は
、
緊

急
時
の
対
応
が
で
き
る
医
療
機
関
等
に
お
い

て
、
正
常
経
過
の
妊
産
婦
の
助
産
及
び
産
後

の
母
子
の
ケ
ア
を
助
産
師
が
自
立
し
て
行
う

方
法
・ 
体
制
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
の
院
内
助
産
は
、
ま
ず
妊
娠
36
週

ま
で
を
医
師
が
妊
婦
健
診
を
行
い
、
医
師
が

正
常
経
過
と
判
断
し
た
妊
婦
で
院
内
助
産
を

希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
37

週
以
降
の
妊
婦
健
診
を
助
産
外
来
で
行
い
、

問
題
が
な
け
れ
ば
院
内
助
産
に
移
行
。
分
娩

入
院
時
も
助
産
師
が
主
体
と
な
っ
て
（
経
過

に
異
常
が
な
け
れ
ば
基
本
的
に
は
医
師
は
関

与
し
な
い
）
分
娩
〜
産
褥
の
管
理
を
行
い
ま

す
。
し
か
し
、
正
常
と
考
え
ら
れ
て
い
て
も

経
過
中
に
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が

分
娩
で
す
。
突
如
と
し
て
異
常
分
娩
へ
と
変

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
分
娩
室
に
は

顔
は
出
し
ま
せ
ん
が
、
万
一
に
備
え
て
当
番

医
師
が
院
内
に
控
え
て
い
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。

　
院
内
助
産
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
は
産
科
医

師
不
足
・
分
娩
施
設
の
減
少
と
い
う
背
景
が

あ
り
、
正
常
産
を
助
産
師
が
担
う
こ
と
で
産

科
医
師
の
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
採
用
す

る
施
設
が
多
い
の
で
す
が
、
当
院
で
は
医
師

の
負
担
軽
減
が
目
的
で
は
な
く
、
医
師
に
よ

る
適
正
な
診
断
・
治
療
と
助
産
師
の
細
や
か

な
心
配
り
な
ど
、
互
い
に
足
り
な
い
部
分
を

補
完
し
て
よ
り
よ
い
お
産
を
目
指
す
シ
ス
テ

ム
と
し
て
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
院
内
助
産
は
平
成
23
年
1
月
か
ら
日
勤
帯

限
定
で
開
始
し
、
平
成
29
年
11
月
か
ら
は
フ

ル
タ
イ
ム
で
行
っ
て
い
ま
す
。

院
内
助
産
シ
ス
テ
ム
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診 療 科 紹 介

小児科

《
小
児
科
と
は
》

　
小
児
科
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
に
な
る

ま
で
を
診
療
す
る
科
で
、
大
人
の
内
科
と
似

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
但
し
、
罹
り

や
す
い
病
気
の
種
類
や
頻
度
は
大
人
と
は
、

か
な
り
違
い
ま
す
。

　
小
児
科
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
発

育
・
発
達
し
て
、
健
康
な
大
人
に
な
れ
る
よ

う
手
助
け
す
る
科
で
す
。
最
近
で
は
、
生
ま

れ
る
前
か
ら
病
気
に
気
付
か
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
（
胎
児
診
断・治
療
）。
病
気
に
よ
っ

て
は
、
小
児
科
だ
け
で
は
治
せ
ず
、
外
科
や

精
神
科
な
ど
他
の
診
療
科
と
の
連
携
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
大
人
に
な
る
ま
で
に
治
ら
な

い
よ
う
な
慢
性
疾
患
で
は
、
成
人
領
域
の
診

療
科
へ
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
生
活
・
将
来
を
守
る
の
は
、

私
た
ち
大
人
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
と
言
え
ま

す
が
、
小
児
科
医
は
、
小
児
の
医
療
・
保
健

を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
代
弁
者
と
し
て
の

役
割
も
担
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活

の
質
と
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

《
当
院
小
児
科
の
特
徴
》

　
山
形
県
庄
内
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
小
児

の
感
染
症
一
般
や
、
糖
尿
病
、
低
身
長
、
肥

満
、
甲
状
腺
疾
患
な
ど
の
代
謝
・
内
分
泌
疾

患
、
血
液
・
腫
瘍
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
な

ど
の
腎
疾
患
、
川
崎
病
、
先
天
性
心
疾
患
、

自
己
免
疫
疾
患
、
気
管
支
喘
息
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
て
ん
か

ん
、
夜
尿
、
新
生
児
医
療
、
等
々
に
対
す
る

診
断
、
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
遺
伝
疾
患
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
小
児
神
経
専
門
外
来
（
月
１
回
）
を

行
っ
て
い
ま
す
（
事
前
予
約
制
）。

　
午
前
は
、
主
に
急
性
疾
患
や
一
般
外
来
の

診
察
を
行
い
ま
す
（
11
時
ま
で
の
受
付　
予

約
不
要
）。

　
午
後
は
、
主
に
予
約
外
来
を
行
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
や
学
校
検
診
で
受
診
を
勧
め
ら

れ
た
場
合
は
、
予
め
小
児
科
外
来
に
ご
連
絡

を
い
た
だ
け
ま
す
と
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

　
原
則
と
し
て
慢
性
疾
患
（
持
病
）
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
に
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
先
天
性
難
聴
や
先
天
性
心
疾
患
の
早
期
発

見
の
た
め
、
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

や
経
皮
的
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
の
小
児
科
開
業
の
先
生
方
と
月
に
１

回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
病
診
連
携
に

努
め
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
も
か
か
り
つ

け
医
を
持
つ
よ
う
、
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

　
庄
内
保
健
所
と
連
携
し
て
、
定
期
的
に
療

育
連
絡
会
を
実
施
し
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る

病
児
の
療
育
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
外
来
で
は
、
地
区
の
小
児
科
開
業
医

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
19
時
〜
22
時

の
小
児
内
科
系
疾
患
の
夜
間
救
急
医
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
不
要
不
急
の
受
診
を
控
え
、

適
正
受
診
を
心
が
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
日
本
小
児
科
学
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
こ
ど

も
の
救
急
」（
対
象
年
齢
生
後
１
か
月
～
６

歳
）
や
小
児
救
急
電
話
相
談#8000

も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

感
染
症
に
関
連
し
た
最
近
の
話
題
と
し

て
「
抗
菌
薬
適
正
使
用
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

適
正
に
感
染
症
診
断
を
行
い
、
そ
の
感
染
症

に
対
し
て
抗
菌
薬
が
必
要
な
場
合
は
、
適
正

な
「
抗
菌
薬
」
を
選
択
し
、
適
正
な
「
量
」

で
適
正
な
「
期
間
」
治
療
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
抗
菌
薬
の
不
適

正
使
用
に
よ
り
、
薬
剤
耐
性
菌
が
世
界
的
に

増
加
す
る
一
方
、
新
た
な
抗
菌
薬
の
開
発
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
国
内
外
で
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。〝
か
ぜ
〟
の
原
因
の
多

く
は
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、
抗
生
物
質
・
抗
菌

薬
は
効
き
ま
せ
ん
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
医

師
や
薬
剤
師
に
確
認
し
、
適
正
使
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

診療部長（兼）小児科部長

田 邉  さ お り 医師

小児救急電話相談
（対象年齢：15歳未満）

困ったときは…

＃8000
実施時間（山形）19時～22時

ONLINE QQ こどもの救急
（対象年齢：生後1か月～6歳）

http://kodomo-qq.jp/
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日
本
海
総
合
病
院　
３
階
東
病
棟髙

橋 

美
樹

ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師

紹介リレー

仕事
私の

〈
ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
と
は
〉

　

助
産
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
／
ク
リ
ニ
カ

ル
ラ
ダ
ー
を
全
国
的
に
標
準
化
す
る
こ
と

で
、
各
所
で
活
躍
す
る
助
産
師
そ
れ
ぞ
れ
が

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
役
割
を
遂
行
で
き
る

こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
助
産
ケ
ア
の
質
を
保

証
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
レ
ベ
ル

新
人
・
レ
ベ
ル
Ⅰ
・
レ
ベ
ル
Ⅱ
・
レ
ベ
ル
Ⅲ
・

レ
ベ
ル
Ⅳ
の
段
階
を
ふ
み
学
習
や
経
験
を
重

ね
、
レ
ベ
ル
Ⅲ
を
認
証
さ
れ
た
助
産
師
が
ア

ド
バ
ン
ス
助
産
師
と
呼
ば
れ
ま
す
。

〈
ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
の
認
証
要
件
〉

　
認
証
制
度
で
は
、
自
律
し
て
院
内
助
産
が

担
当
で
き
る
実
践
能
力
を
認
証
す
る
こ
と
か

ら
、
臨
床
実
践
症
例
と
一
定
の
研
修
受
講
の

申
請
を
要
件
と
し
て
い
ま
す
。
臨
床
実
践

と
は
、
分
娩
介
助
・
新
生
児
の
健
康
診
査

１
０
０
例
以
上
・
妊
娠
期
の
健
康
診
査
・
産

褥
期
の
健
康
診
査
２
０
０
例
以
上
、
妊
娠
・

出
産
・
産
褥
を
一
貫
し
て
受
け
持
ち
を
す
る

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ー
ス
20
例
以
上
を
さ
し
、

新
生
児
蘇
生
法
の
認
定
、
指
定
さ
れ
た
研
修

の
受
講
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に

学
術
集
会
へ
の
参
加
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
は
5
年
毎
の
更
新

が
必
要
で
あ
り
、
日
々
の
病
棟
勤
務
以
外
に

助
産
外
来
、
院
内
助
産
、
産
婦
人
科
外
来
勤

務
、
研
修
会
や
学
術
集
会
に
参
加
し
日
々
自

己
研
鑚
を
し
て
い
ま
す
。

〈
当
院
で
の
活
動
内
容・臨
床
で
の
活
動
〉

　
私
達
は
、
助
産
外
来
や
院
内
助
産
等
に
お

い
て
、
専
門
的
で
よ
り
質
の
高
い
助
産
ケ
ア

を
主
体
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
と
の
役
割
分
担
を
し
、

妊
婦
に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
を
行
い
、
ア
ド
バ

ン
ス
助
産
師
の
活
動
が
社
会
や
妊
産
褥
婦
と

新
生
児
、
そ
の
家
族
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
助
産
外
来
は
、
妊
娠
36
週
以
降
の
ロ
ー
リ

ス
ク
の
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
、
完
全
予
約
制

で
1
人
45
分
か
け
妊
婦
健
診
や
個
別
指
導
を

行
い
ま
す
。
助
産
外
来
は
待
ち
時
間
が
な
く
、

ゆ
っ
く
り
関
わ
っ
て
も
ら
え
た
、
病
棟
助
産

師
と
早
い
時
期
か
ら
顔
見
知
り
に
な
れ
心
強

か
っ
た
、
色
々
と
話
を
聞
い
て
も
ら
え
た
、

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
院

内
助
産
は
、
医
師
に
よ
る
医
療
介
入
を
行
わ

な
い
、
助
産
師
が
携
わ
る
自
然
な
出
産
を
希

望
さ
れ
る
方
が
行
う
分
娩
方
法
で
す
。
医
師

の
許
可
が
あ
り
、
助
産
外
来
で
の
妊
婦
健
診

を
受
け
て
い
る
ロ
ー
リ
ス
ク
の
妊
婦
さ
ん
が

対
象
で
す
。
妊
婦
さ
ん
の
出
産
時
の
希
望
や

産
後
の
希
望
な
ど
を
取
り
入
れ
た
バ
ー
ス
プ

ラ
ン
を
基
に
、
ご
希
望
に
沿
っ
た
ケ
ア
を
提

供
し
ま
す
。
薬
を
使
用
し
た
く
な
い
、
会
陰

切
開
を
し
た
く
な
い
な
ど
の
希
望
や
、
子
ど

も
や
家
族
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
い
た
い
、
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
で
出
産
を
し
て
み
た
い
等
の

希
望
が
あ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
夜
間
も
対
応
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

妊
婦
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
妊
娠
・
出
産

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
か
ら
は
産
後
ケ
ア
事
業
の
一
環

と
し
て
、
酒
田
市
と
協
力
し
、
産
後
２
か
月

ま
で
の
お
母
様
と
御
家
族
を
対
象
に
宿
泊
で

の
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
私
達

3
階
東
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
が
産
後
ケ
ア
に
も

力
を
注
ぎ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

アドバンス助産師
認証マーク
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　今号の表紙には小児科はじめ各診療科の子どもたちが入院
する3階西病棟の若手看護師が登場しました。入院している患
児本人だけでなく、付き添うご家族の不安やストレスも軽減でき
るよう日々のケアに努めています。治療以外にも、長期入院の
お子さんには勉強の時間を設けるなど生活リズムのサポートもし
てくれますよ。
　プレイルームでは保育士が笑顔で迎えてくれます。保育士が
季節や行事ごとに病棟内をステキな掲示物で飾ってくれるので
3階西病棟の廊下はいつも華やかです。	 （栄養管理室　髙橋）

地方独立行政法人 山形県・酒田市病院機構

お 知 ら せ病院からの

日
本
海
総
合
病
院

医
師
異
動
の

お
知
ら
せ

新
任
地

転

出

H29/12/31

　日本海総合病院では、医師として
必要な実践的臨床能力を習得させる
ことを目的として、東北大学及び山形
大学の医学生が各診療科にて実習を
行っています。
　実習は当院の診療スタッフの指導・
監督のもとで行っており、厳格な「守
秘義務」を課しておりますので、何卒
ご理解とご協力をいただきますよう
お願い申し上げます。

医学生の病院実習へのご協力とお願い

◆対象者（次の4項目全てに該当する方）
①看護専門学校（大学）等に入学する方、又は在籍して

いる方（平成26年4月1日以降入学者に限る）
②卒業後に看護師・助産師として、当法人に就職を希

望する方（※）
③学業成績が優れ、かつ心身ともに健康である方
④山形県看護職員修学資金を除き、当法人以外への就

職を要件とする修学資金の貸与を受けていない方
※当法人での採用を約束するものではありません。

◆貸与額　月額 50,000円

◆貸与期間　在学する学校等の修業年限内

◆修学資金の返還・返還免除
　貸与終了後、修学資金貸与期間に相当する期間内
で、年利５%を付して返還をお願いしていますが、当
法人に就職し、勤務期間が学校等の修業年限に相当す
る期間に達した時は、返還を全額免除します。

◆申込方法・申込期間
　修学資金貸与申請書（当法人又は日本海総合病院の
ホームページからダウンロード可能です）に必要書類
を添え、当法人に提出してください。

　申込みは随時受け付けてい
ますが、4月分からの貸与を希
望する場合は、4月5日までに申
請してください。同月末までに
貸与の可否を通知します。

◆提出書類
①修学資金貸与申請書
②学校などの長の推薦書（入学年度に申請する場合は

不要です。）
③学業成績証明書（高等学校または高等専門学校以降

全てのもの。）
④住民票謄本

◆その他
　ホームページ内「修学資金貸与規程及び規則」・「修
学資金貸与制度Q&A」もご覧ください。

◆申請書提出先・お問い合せ
　地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構
　日本海総合病院
　TEL 0234-26-2001（代）
　総務課総務第2係　修学資金貸与担当まで

看護師等修学資金貸与制度のご案内

●
初
期
研
修
医
（
2
年
次
）
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